




はじめに 

昭和 43年 3月～10月の間に PCB汚染米糖油を摂取して人体に蓄積された PCB は,母体を通

してその児にまで健康影響を及ぼしている。その汚染経路は,母乳及び経胎盤によるもので

あって,PCB の移行量は,母体血中濃度と相関があることはさきに報告した。1) 

最近,油症患者及び被害者の血中 PCB 濃度及びパターンが,年月の経過とともに健康者と近

似し,油症患者診定の資料としての意義が薄れてきている。 

一方,汚染油中には,熱媒体として使用されたPCBの他に,加熱により多量のPCQが生成され,

しかも,PCBより人体内の残留性が高いことがわかった。PCB 汚染油を摂取した患者の血中

には,PCBの他にPCQが検出され,その濃度は,一般健康者との間に差があることが報告され

ている。2)3) 

我々は,PCB 汚染油を摂取した母親とその児への PCQ の移行状態を知り,今後の健康対策の

資とするとともに,PCQ の診断的意義についても検討した。 


